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草刈り作業は大変！ 機械でもっとラクにできないか！？  

 

津山地域は中山間地域が多く、水田等の畦畔の草

刈り作業が大きな負担となっています。 

最近では斜面での作業が可能なラジコン式の草刈

機も種類が増えていますが、いざ導入するとなると、自

分の地域でも使えるか、どのような機種が適しているの

かなど気になるところです。 

そこで、ラジコン草刈機など計６機種を水田や畦畔で

実際に作業させる実演会を10月20日に津山市加茂町

公郷で開催し、共同で草刈りを行っている地域の団体

等から約30名が参加しました。 

機種により使用に適した条件が異なりますが、適切

な場所や雑草の状態で使用すれば作業の負担軽減

になることを実感しました。 

今後、地域への導入が進めば、農地や農道といった

地域資源の管理がしやすくなることが期待されます。 

 

 

 

 

有機農業に使える除草機の実演会を開催 

 

近年、環境に負荷をかけない農業への関心が高ま

っています。そこで、除草剤を使用しない除草方法とし

て有機農業で活用されている、乗用除草機及びラジコ

ン草刈機の実演会を６月20日に津山市新野東で開催

しました。 

勝北町有機無農薬農産物生産研究会員や乗用除

草機に関心のある農家が参集し、乗用除草機２機種と

ラジコン草刈機１機種について、メーカー担当者から説

明を受けた後、作業の実演と操作体験を行いました。 

今後も稲作における環境負荷軽減の取組について

検討していきます。 

 

乗用除草機の操作体験 

ラジコン草刈機の説明 

苗を傷つけないよう乗用除草機を操作するの

が難しかった。 

生産者のコメント 

各種の草刈機がズラリと並ぶ 

斜面を刈るラジコン草刈機 

 

うちの地域は棚田が多いが、場所によっては

使えそうである。今後導入を検討したい。 

生産者のコメント 

地域の動き 



小麦の生産意欲向上に向けたマーケティング活動の取り組み 

 

＜津山産小麦の地元での利用拡大＞ 

地域のパン事業者等を対象とし、津山産小麦の強

い風味や香りを活かしたパン作りの研修会を８～

９月に全４回開催し、のべ 64 名が参加しました。   

新たに津山産小麦を使おうと考える事業者も参

加され、更なる利用拡大が見込まれます。 

 

 

＜消費者に津山産小麦をＰＲ＞ 

 津山市内で５月と 12 月に津山産小麦を使った

パンフェスタが開催され、1,000 人以上の集客が

ありました。来場した小麦生産者は、次々と売れ

るパンを見て、生産意欲がより高まったようでし

た。普及指導センターではポスターを展示して、

津山産小麦をＰＲしました。 

                                              

 

  

 

 

 

ぶどう栽培初心者が各地の先進農家ほ場で実習による技術習得 

 

普及指導センターでは平成 27 年度から、管

内のぶどう栽培を始めて間もない生産者及び

予定者を対象に、基礎的な栽培技術の習得を目

的とした「ぶどう栽培初心者の会」を年６回開

催しています。出席者の見聞を広める目的で毎

回開催場所を変え、各ぶどう産地で行いました。

約 20 人の出席者があり、５人程度のグループ

に分かれて、普及指導員が個別に対応し、積極

的な質疑応答が交わされました。 

また、講習会後も出席者同士の交流や情報交

換も行われています。 

 

 

 

 

パン作り研修会 

個別指導で質疑応答 

土づくりについて確認する参加者 

広域の集まりのおかげで仲間作りができ、

早速女子会を作った。 

参加者のコメント 

５月のパンフェスタ 

パン事業者：研修会で学んだレシピを参考にして、早速、津山産小麦を使った

新商品を開発したい。 

小麦生産者：お客様のためにも良い品質の小麦を作りたい。 

参加者のコメント 



 

 

 

津山地域はアスパラガスの生産量が県内

２位の産地であり、産地規模を維持するため

に新規栽培者を募集しています。 

 そこで、普及指導センターでは、市町やＪＡ

と連携しながら、就農希望者を対象とした農

業入門講座「援農塾」や現地見学会を開催

し、栽培の魅力や共同選果システムの説明

をしました。 

また、栽培を始めて１年目、２年目の生産

者を対象に初心者講習会を開催しています。   

初めての作業を安心して行えるように、ベ

テラン生産者にアドバイスをもらいながら実際

に作業を行う内容の研修となっています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ晴れの国岡山久米南キュウリ部会では、

若手生産者が情報交換会を開催し、更なる

技術向上を目指しています。  

実際に成績優秀者のほ場を巡回しながら

栽培管理を情報共有しています。三者三様

の技術があり、和気あいあいと多くの意見交

換や議論がなされる有意義な会となっていま

す。 

成績優秀者の栽培管理方法は優良事例

として部会で共有し、部会全体の技術向上

に役立てています。 

 

 

 

 

 

「援農塾」で学ぶ参加者 

風景 

栽培２年目の生産者に向けた講習会 

ベテラン生産者にコツを教えてもらい、大変参

考になった。 

参加者のコメント 

優良事例を部会で共有する様子 

情報交換する若手生産者 

きゅうり産地を引き継ぐ若手生産者が熱心に情報交換 

栽培技術向上や産地 PR を目的に若手で

協力しながら活動していきたい。 

若手生産者のコメント 

アスパラガス新規栽培者の確保・育成に向けて 



りんどうのベテラン農家が新規栽培者へ技術を伝承！ 

 

 

 

 

 

 

仲間づくり交流会で意気投合 

 

 

 

一連の流れを実演しながら教えてもらえる

ため、わかりやすかった。 

生産者のコメント 

定植のポイントをレクチャー 

収穫方法を実演 

 

第２回交流会は、11月14日、鏡野町物産館夢広場

で、１１名が参加しました。講師からインスタグラムの

特徴や設定方法について指導を受け、参加者はお

互いのインスタをフォローしていました。 

今後も、普及指導センターでは生産者間の相互交

流ができるよう支援していきます。 

作成したインスタを相互にフォロー 加工施設や委託加工について聞くことができた。 

もっとＳＮＳを活用できるようになりたい。 

 

参加者のコメント 

６次産業化に取り組む生産者からの「互いに知

り合う機会が少なく、意見交換をしたい」との声を

受けて、美作県民局管内の生産者を対象に「仲間

づくり交流会」を行いました。 

第１回交流会は、10月24日、真庭あぐりガーデ

ンで、17名が参加しました。施設や直売所を見学

した後、お互いの取り組みについて意見交換を行

いました。 話が尽きない意見交換 

つやま地域リンドウ研究会では、令和５年度から

新たに１戸の農家がりんどうの栽培を始めました。 

会員のベテラン農家が講師役となり、新規栽培

者に向けた栽培講習会を行いました。年間を通し

て「定植」、「間引き」、「収穫・出荷」、「越冬管理」

の４つのテーマで行い、栽培ほ場で実演を交えて

講習しました。講習会には多くの会員が参加し、

自分の方法について紹介し合い、お互いの方法

を学びました。 

栽培技術の向上に生かすとともに、研究会内の

交流も深めることができました。また、このほ場は、

りんどう栽培には難しいとされている低い標高のた

め、今後も部会や関係機関で応援していきます。 



あぐり女史の会が食農教育映画の上映会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップアップ研修会で経営の充実を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あぐり女史会員のコメント 

画面操作しながら動画作成を実習 

労務管理へのアプリ活用方法について研修 

あぐり女史の会は、「女性農業者が気軽に話し

合える場」として平成25年から活動しています。

「農業で輝いて、自立した女性を目指そう！」を合

言葉に、毎年、「自分たちが学びたいこと・やりた

いこと」について意見を出し合い、実践していま

す。 

今年は、11月25日に食農教育映画「いただきま

す」の上映会を一般の方に幅広く声を掛けて開催

し、約30人が参加しました。参加者からは、「食の

大切さを感じました。上映会後のなめこ汁にも心が

温まりました。」と感想が寄せられました。 

 

10月31日に美作県民局で、あぐり女史の会及び

認定農業者等を対象に、「ＳＮＳ活用研修」を開催

し、観光農園や６次産業化に取り組んでいる７名が

参加しました。 

講師から、「ＳＮＳを活用した魅力的なＰＲ方法」

をテーマに、発見タブの設定方法や地図活用アプ

リを活用した画像編集と動画作成などについて学

びました。 

11月14日に鏡野町物産館夢広場で、認定農業

者等を対象に、「働き方カイテキ化研修会」を開催

し、９名が参加しました。講師から「女性が働きや

すい環境で、皆がカイテキに」と題して、自社で取

り組まれている就業規則や分給制度の紹介があり

ました。 

後に続くフリートークでは、お互いの悩みや工夫

していることについて活発に意見交換した他、出

退勤管理やシフト表の作成等、アプリを活用した

労務管理方法についても具体的に教わりました。 

参加者のコメント 

アプリで簡単に効率化が図れることが

分かった。早速実践してみたい。 

上映会を前に会長あいさつ 

準備は大変でしたが、来場者に食の大切さを

目と舌で感じてもらえて、企画して良かった。 

 
上映後にはなめこ汁と塩むすびを提供 



つやま和牛をもっと知ろう！ 

 

１．つやま和牛ってどんなお肉？ 

津山地域では、平成27年度から地域ブランド 

牛肉「つやま和牛」の取組を行っています。この 

取組により、畜産振興だけでなく、地域資源の活 

用や観光業との連携により地域全体の活性化に 

つなげることを目標としています。 

令和 4 年度までに「つやま和牛」の累計出荷

頭数は約 200 頭となりました。なお、つやま和牛

の定義は右図の 1～4 を満たした和牛です。 

 

２．つやま和牛研究チームの活動について 

「つやま和牛」の取組開始から 9 年目を迎えま

したが、農家の肥育頭数の伸び悩みや飼料価格

高騰の影響により、年間出荷頭数は約 50 頭（令

和 4 年度）と少なく、消費者からの認知度の低さ

も課題として挙がっています。 

そこで、美作県民局では、つやま和牛研究チ

ームを立ち上げ、課題検証とブランド力向上に向

けた方策の検討を行っています。チーム活動の

中では、つやま和牛を取り巻く現状について把

握するため、農家、飲食店等への聞き取り、意見

交換を行っています。生産農家の牧場視察を行

い、秋には先進事例調査として県外のブランド牛

生産農家・生産者組織への視察を行いました。 

 

３．最後に 

今後は調査研究結果を元に、課題を分析し、

更なるブランド力向上を目指して、関係機関一丸

となって、つやま和牛の生産振興、販売促進を図

る活動を支援していきます。 

 

 

グループワークの様子 

牧場視察の様子 

つやま和牛販売指定店証 



 

小麦の高品質化を目指して新たな品種を模索 

 

津山地域ではパン用小麦「せときらら」の作付けが

広がっており、実需者が求める高い品質の達成を目

指して、様々な栽培実証に取り組んでいます。 

その一環として、「せときらら」より生産性、製パン適

性に優れた品種を模索しており、令和５年度は、「はる

みずき」と「ゆめちから」の２品種の実証を行いました。 

両品種とも、生産面や品質において「せときらら」より

優れた点がありましたが、肥培管理や病害虫防除等

の栽培方法で改善が必要だと考えられました。 

長期的に産地が発展していくために、生産・実需両

方のニーズに対応できる品種の模索を今後も継続して取り組む予定です。 

  

 

 

 

水稲の化学肥料低減に向けた緑肥の活用 

 

肥料高騰対策として、緑肥作物のペルシアンクロ

ーバー「まめ小町」を活用して、水稲栽培での化学

肥料の低減を検討しています。 

令和４年10月31日播種で、４月までの生育は緩

慢でしたが、５月に生育旺盛となりました。５月18日

にすき込み、６月７日に「きぬむすめ」を移植しました。 

ただし、４、５月に降雨が多かったので、ほ場内の

排水が悪い場所で緑肥の生育が停滞しました。 

また、生育量が多かった部分もすき込み後の分

解が遅れたためか、水稲の初期生育が遅れました。

そこで、令和６年度はこれらの改善を目指します。 

緑肥の生育量から、すき込み時期や減肥量を判

断する必要があります。「まめ小町」の生育特性から、

５月上中旬にすき込み、５月下旬～６月上旬に移植

する栽培体系が適していると考えられます。 

 

 

「はるみずき」の実証ほ 

収穫が早く、タンパク質含有率が高くなりやすい品種があれば、ぜひ作りたい。 

生産者のコメント 

緑肥のすき込み（５月 18 日） 

緑肥の生育状況（２月９日） 

化学肥料を低減するために、引き続き取り組

んでみたい。 

生産者のコメント 

新技術の紹介 



 

 

ＪＡ晴れの国岡山津山ぶどう部会では、地

域内で増加している鳥獣被害の対策に取り

組んでいます。令和５年度は、防鳥ネットより

も低コストで簡単に設置できる「くぐれんテグ

スちゃん」による食害防止対策の実証を行い

ました。 

令和４年度にカラスによる被害が発生した

ほ場に「くぐれんテグスちゃん」を設置した結

果、カラスの侵入を抑え、食害を防ぐことに

成功しました。 

鳥獣害対策は、ほ場ごとに有効な対策技

術が異なります。各種対策技術のメリット・デ

メリットを把握した上で、ほ場に適した対策の

導入が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ピオーネ」の着色促進を目的として植物

ホルモンであるアブシジン酸を主成分とした 

植物成長調整剤「アブサップ液剤」が登録さ

れ、令和６年度から本格的な販売が予定さ

れています。 

管内４カ所で本剤の実証ほを設置し、効

果を確認したところ、着色は約１～2.5（カラ

ーチャート値）向上し、その他の果実品質は

ほぼ同等でした。使用時期が着色始期～着

色開始２週間後で、除袋して散布後に再被

袋する手間が必要なため、費用対効果を考

慮して使用の有無を検討する必要がありそう

です。 

 

 

９名で作業を行い、約 1時間で設置 

カラスからぶどうを守る！ 

実証ほではカラス被害が発生せず、テグス

の効果を実感できた。別のほ場への設置も

検討している。 

生産者のコメント 

果実袋を外して、果房にムラなく散布 

「アブサップ液剤」の散布で「ピオーネ」の着色向上 

 

 

すべての実証ほで着色向上 

設置後のほ場 

生産者のコメント 

着色はよくなったけど、袋をいったん外して 

また掛けるのは大変だなぁ… 



 

 

ぶどう栽培でスマート農業の推進 

 

普及指導センターでは、ぶどう栽培におけ

る生産者の作業負担の軽減を目的として、ス

マート農業の推進に取り組んでいます。 

令和５年度はロボット草刈機の実演会や作

業時間の数値化を行いました。 

まず、柵原ぶどう部会を対象にロボット草

刈機の実演会を行い、メーカー担当者と意

見交換を行いました。 

また、久米南町の山手地区では、カヤマル

チによる栽培管理が行われていますが、ロボ

ット草刈機を導入することで、カヤの刈り取り、

結束、収集作業がなくなるため、作業時間を

15.3％削減できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度に国内の肥料価格が大幅に上

昇したことを受けて、鏡野町ナス部会では混

合堆肥複合肥料を用いた低コスト施肥実証

ほを設置し、令和５年度に露地なすの生育

及び収量を調査しました。 

実証区では初期の生育がおとなしく、７月

までの収量は慣行区より少なくなりましたが、

８月以降は慣行区と同等以上の収量が得ら

れ、11月上旬までの合計収量は慣行比で

106.6％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボット草刈機のおかげで、農繫期に

草刈りの心配がなくなり、房づくりに

集中できた。 

生産者のコメント 

月別収量の比較 

・定植：令和５年５月５日 

 ・品種：千両二号（穂木）＋トレロ（台木） 

露地なすの肥料コスト低減の可能性を求めて 

ロボット草刈機 

ぶどう栽培の作業時間の比較 

（令和３年１０月～令和４年９月） 
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慣行の緩効性被覆肥料を使用した体系と

比べて施肥の手間は増えますが、資材高騰

下でも持続可能な生産ができるように、施肥

体系の改善に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間地域の水田転換畑で栽培されてい

る津山地域のブロッコリーにおいて、農研機

構が開発したブロッコリーの花蕾を１株から２

つ収穫する増収技術（２花蕾どり）の現地適

応性を検証しました。 

 通常のブロッコリー栽培より作業数が増える

ため、労働時間は多くかかる結果となりました

が、１株から２つの花蕾が収穫できるため、収

穫量及び販売額は慣行区の約２倍になりまし

た。 

面積拡大が難しい条件では、有効な増収

技術だと考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者のコメント 

実証体系は選択肢の一つとなる。初期の

肥効を高める体系を引き続き検討してい

きたい。 

生育の様子（令和５年７月１4 日） 

左：慣行区、右：実証区 

作業が大変であったが、販売額が２倍にな

ったのでやって良かった。 

生産者のコメント 

ブロッコリーの２花蕾どりに挑戦しました 

 

肥料コストの比較 

収穫調査の結果 

収穫時の様子 

区
収穫総玉数
(玉/10ａ)

単収
(kg/10ａ)

販売額
(円/10ａ)

実証区 5,816 1,528 538,622

慣行区 2,907 1,026 281,471

区
肥料
区分

肥料の種類
施用量
（kg/10a）

肥料費
（円/10a）

鶏糞 400 5,173

混合堆肥複合肥料 205 29,520

その他（※） 136,027

追肥 混合堆肥複合肥料 117.5 16,920

計 187,640
緩効性被覆肥料 300 89,040

有機化成 200 37,730

その他（※） 101,220

追肥 高度化成 52.5 12,758

計 240,748
※土づくり資材、リン酸質肥料及び加里質肥料（葉面散布剤を除く）

実証区

慣行区

基肥

基肥



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

太田
お お た

 和馬
か ず ま

さん（津山市）【基幹品目：ぶどう】 
自動車関係の仕事をしていましたが、病気を患い、これから

何が出来るか考えた結果、幼い頃から自然の中で遊ぶのが大好
きで、そんな中で仕事がしたかったことと、Uターンしてきた
当初に、近所でぶどう栽培をしている人と話をしたのがきっか
けで就農する事を決意しました。研修先で出会った師匠 2名、
その他色々な方のおかげもあり基本的な知識を身につけること
が出来ました。これまで出会った一人一人に感謝しながら、広
戸風にも負けないぶどうを栽培して行きたいと思います。 

 

池田
い け だ

 康
こう

典
すけ

さん（津山市）【基幹品目：梨、ぶどう】 

家族で梨・ブドウを生産しております。 

営業職をしておりましたが家業を継ぎおいしいと言ってい

ただける果物づくりを心がけたいと思います。 

自分たちの信じる新たな農業を目指していきたいです。 
 

 

 

金島
かなしま

 寛和
ひろかず

さん（津山市）【基幹品目：肉用牛（繁殖）】 
祖父と父が牛を飼い始めて 50 年以上が経ち、父が乳牛か

ら和牛繁殖へ切り替えました。家業を私が継承しなければ終
わりというところで、牛飼いの手伝いを兼業で数年前から始
めて、嫌なら継承できないなと思いながらやってきましたが、
和牛は楽しく面白いと思い、牛の世界に昨年から入りました。
思うようにいかない事も多いですが、色々な方に支えられな
がら少しずつ自分が思う未来へ進んでいきたいと思います。 

 

梶
かじ

岡
おか

 由嗣
よしつぐ

さん（津山市）【基幹品目：酪農】 

生きているを実感したく自営業の道を選びました。今までの

常識に疑いを持ち、新しい事にどんどんチャレンジして新時代

の酪農畜産を創造していきたいです。 

地元津山市を盛り上げていきますので皆様のお力添え宜しく

お願いします。 
 

 
藤原
ふじわら

 靖彦
やすひこ

さん（鏡野町）【基幹品目：露地野菜、小麦】 
体に優しい野菜を作りたいと思い、農薬を使わない農法で

野菜作り、麦作りをしています。新米農家なので、試行錯誤
しながら日々勉強しています。就農時から販売は対面形式の
スタイルをとっており、お客さんの需要やニーズを聞いたり、
野菜の反応をこの目で確かめたりしながら、次の作付けに活
かすやり方をとっています。少しずつお客さんも増やせてい
ければと考えています。 

 

新規就農者紹介 
 

45歳未満で就農、もしくは実務研修修了後に就農された方を掲載しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

大谷
おおたに

 透
とおる

さん（鏡野町）【基幹品目：ぶどう、水稲】 
県南でサラリーマンをしていましたが、ぶどう栽培に興味

があり令和 3年に帰郷し、1年間の農業研修の後、祖父の代
から続くぶどう園を継承しました。 
農業は初めての事ばかりで、まだまだ試行錯誤しながらで

すが、安定した生産、経営を行っていけるよう努力してまい
ります。 

 

 

森
もり

廣
ひろ

 和也
か ず や

さん（久米南町）【基幹品目：ぶどう】 

高校生の頃からぶどう農家に興味があり、他の仕事を経験し

たのち実務研修を修了して新規就農することが出来ました。こ

れからはお世話になった師匠や地域の方々に認めてもらえるよ

うな農業者になりたいと思います。 

 
  
山田
や ま だ

 剛史
た け し

さん（久米南町）【基幹品目：ぶどう】 
フルーツが特産の晴れの国岡山県で育ち、いつか県内で『農

業がしたい』という思いがあり、実務研修を経て、令和５年２
月に就農しました。就農を決断する際、1 番の不安は『農業で
家族を養えるか』でした。しかし、普及指導センターの方々を
はじめ、就農地の新規就農者を受け入れて下さるサポートがも
の凄く充実していたお陰で踏み切る事ができました。これから
は日本産業の柱である『農業』を通じて、安心安全な農作物生
産・供給の一翼を担い、地域発展に寄与したいと思います。 

 
 

佐藤
さ と う

 幸
ゆき

孝
たか

さん（久米南町）【基幹品目：ぶどう】 
東京で 20 年以上、内装業を営んでいましたが、コロナ禍

で色々と考える時間ができ、『人生一度きり』何かチャレン
ジしたくなり、ぶどう農家の道へ飛び込みました。東京の家
も売り覚悟を持って移住しましたが、家族には新たな家を建
てるという約束の為、日々頑張っています。今年から地域の
方々のおかげで、夫婦でぶどう作り、そして収穫・出荷でき
ましたが、当初移住を反対していた妻の方が、自分よりぶど
う愛が強くなったみたいです。 

  
中島
なかしま

 伸士
し ん じ

さん（美咲町）【基幹品目：ぶどう】 
元々私はサラリーマンで、ある時を境に父親のぶどう栽培

を手伝う様になりました。出社前に作業し、日中は会社勤め。
休日もぶどう作りをする様になり４年が経った頃、退職し専
業となりました。当初は年間通して作業してみるとこんなに
もやることがあったんだと驚きでした。今では多品種を植え
たり色々な人から学んだりと日々勉強の毎日です。新しい事
にチャレンジし続けていきたいと思います。 



 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

新任農業士紹介  
令和５年度に農業士に就任された方をご紹介します 

 他の酪農家と比べてやや小規模な経営ですが、自給飼料の生産

等経費の削減に努めています。資材の高騰等により経営環境は厳

しくなっていますが、収益を減らさないよう合理化を進めていき

たいと考えています。 

 若手就農者と話をする中で、自らの経営の上でも刺激をもらっ

ています。県の農業士として地域外の様々な方々と交流し、その

取組を知って自分の経営に取り入れるとともに、地域農業の発展

に向けたサポートができればと思っています。 

田淵
た ぶ ち

 賢一
けんいち

さん （鏡野町）  【基幹品目：果樹】 
 現在は果樹70ａ、水稲50ａの経営で主にぶどうを中心に栽培

しています。今は夫婦2人で余裕をもって栽培できる面積に抑え

ており、細かいところに手が届く農業を行っています。年齢を重

ねる中、ゆとりのある経営を目指しています。 

地元では新規就農者が増えているので、栽培や経営など、様々

な面でサポートできればと思っています。私ができることを教え

伝えることで、地域農業の発展に貢献できればと考えています。 

山本
やまもと

 智也
と も や

さん （津山市）  【基幹品目：酪農】 
 

池田
い け だ

 治
おさむ

さん （鏡野町） 【基幹品目：水稲、飼料作物】 

西村
にしむら

 省人
ま さ と

さん （美咲町）  【基幹品目：水稲】 
 

 ２年前にJAを退職し、地元の農家と協力しながら水稲栽培を

行っています。地域の水田の維持・保全を主な目的として活動す

る中で、水田を預かってほしいとの話も多く、耕作面積が増えて

います。高齢化が進む中、地域農業の担い手として活動していけ

ればと考えています。 

 30年以上営農指導員として地元で活動してきました。その中

で培った知識・経験を活かしながら、地域農業の維持発展、就農

者の確保育成の支援等に努めていきたいと思っています。 

後継者に酪農経営を渡し、現在は水稲、飼料作物、乾燥調製を

中心に経営しています。 

 地元にある農地の保全に力を入れており、耕作放棄地が出ない

よう積極的に受け入れを行っています。 

 高齢化、離農者が増える中、地元の受け皿になればと考えてい

ます。地域の農業を維持するには、２～３名でも新たに農業を担

う人が必要です。新たに農業を志す人にアドバイス・支援ができ

ればと思っています。 



 

 

 

 

第６３回 岡山県農林漁業近代化表彰（団体） 

 農事組合法人 アクト神代
こうじろ

村
むら

  （津山市）      

 

   

 

 

 

 
 
 

 

令和５年度 農林漁業功労者表彰 知事表彰 

大山
おおやま

 正紀
ま さ き

 さん  （久米南町） 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 農林漁業功労者表彰 農林水産部長表彰 

井上
いのうえ

 雅之
まさゆき

 さん  （鏡野町） 

 

 

 

 

 

 各種表彰受賞者・団体 
々 

中山間地域で高齢化、担い手不足が進む中、水稲、小麦、

大豆を中心とした土地利用型農業を展開し、地域の農業振興

に大きく貢献されています。 

規模拡大に合わせた計画的な機械・施設の拡充を進めて

います。また、スマート農機の導入により省力化、効率化を図

ることで、地区内外の作業受託等に対応されています。 

 

ＪＡ晴れの国岡山久米南ぶどう部会部会長として、ぶどう栽培

に取り組みながら、研修生の受入や新規就農者からの技術や

経営の相談対応など、担い手の確保・育成に貢献されていま

す。 

また、新規園地の造成やぶどう棚、ハウスの整備に尽力さ

れ、部会の栽培面積増加に尽力されています。 

 

鏡野町で施設トマトを栽培しながら、複合環境制御装置の導

入や炭酸ガスの高濃度施用等の新技術に意欲的に取り組み、

生産組合の環境制御技術の向上に貢献されています。 

また、地元小学校のハウス見学や中学生の職場体験を受け

入れ、次代を担う若者に対して農業への理解を深める活動を

継続的に実施されています。 

 



 

令和５年度 農林漁業功労者表彰 農林水産部長表彰 

山中
やまなか

 幸子
さ ち こ

 さん  （鏡野町） 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 農林漁業功労者表彰 農林水産部長表彰 

 籾
も

村
むら

セーフティーライス倶楽部 （久米南町） 

 

  

 

 

 

 

令和５年度 毎日農業記録賞 最優秀賞 

末
すえ

澤
ざわ

 未央
み お

さん  （津山市）  

作品名 「『本当のいただきます』を届けたい」 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鏡野町で花き（アルストロメリア）を栽培しながら、地域で先

駆的にヒートポンプを導入し、省エネ化するなど地域を代表す

る花き経営を実現されています。 

また、ラジオ番組での地元の花き生産やアルストロメリアの

魅力発信、役場庁舎内での定期的な花き展示活動など、産

地の知名度向上に大きく貢献されています。 

 

 

久米南町で地域資源や地域の特色を生かし、有機無農薬

栽培に取り組んでおり、山野草の堆肥化、あいがも農法等の

技術を積極的に取り入れ、地域の生産者への技術の普及・伝

達に尽力されています。 

また、有機農業を通じた積極的な交流や定住支援を行うこ

とで、移住者の増加、地域の活性化及び若返りに貢献されて

います。 

 

 

 

Ｕターンを契機に夫婦で和牛繁殖経営を始められ、日本 

最古とされる黒毛和牛「竹の谷蔓牛」の繁殖を行うとともに、

肥育・精肉までの協働チームをつくり、生産から販売までを

一貫して取り組む６次化を進めています。 

  譲り受けた「竹の谷蔓牛」の１頭がと殺されて精肉となり、 

食卓に並んだ時の、感謝と鎮魂の祈りが混ざった感情や、口 

に運んでもらえるまでが本当のゴールと気づかされた思いを 

つづられています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

第 78回 岡山県畜産共進会 

 

 

 

  

令和５年度 岡山県うまいくだもの共進会 

 

【シャインマスカットの部】  

奨励賞 うまいくだものづくり推進本部長賞 

石澤
いしざわ

 好生
よ し お

 さん （久米南町） 

 

 

令和５年度 岡山県花き共進会 

 

優秀賞  

全国農業協同組合連合会 岡山県本部 運営委員会会長賞 

 牧野
ま き の

 達也
た つ や

 さん （鏡野町） 

【ホルスタイン種第５部】 

中国・四国農政局長賞  吉原
よしはら

 直樹
な お き

 さん （津山市） 

 

 

【品目・品種名：アルストロメリア ワンダースウィート】 



〒708－8506 岡山県津山市山下53

岡山県美作県民局農林水産事業部

美作広域農業普及指導センター

革新農業推進班 【花き・６次産業化・農業経営】

TEL(0868)23－1496・1513

担い手・農産班 【作物・担い手育成・集落営農】 TEL(0868)23－1524

園芸第一班 【果樹】 TEL(0868)23－1516

園芸第二班 【野菜】 TEL(0868)23－1525

FAX (0868)23－5962

E-mail  tsuya-fukyu@pref.okayama.lg.jp

HP https://www.pref.okayama.jp/soshiki/120/

農畜産物生産課

畜産第一班 TEL (0868)23－1310

FAX (0868)24－4962

E-mail  mima-norin@pref.okayama.lg.jp

HP  https://www.pref.okayama.jp/soshiki/119/   

HP：美作広域農業普及指導センター

HP:農林水産事業部


